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    食品の嚥下しやすさを非侵襲的に評価 

介護用食品開発のための易嚥下性評価方法 
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概  要 

 

高齢者・介護用食品の開発では、摂食時の誤嚥を防ぐために、食品の嚥下し

やすさ(易嚥下性)の評価が重要です。易嚥下性を評価するために、前頚部に取

り付けた複数のセンサにより、食品の嚥下に関連する筋群の活動を非侵襲的に

測定する方法を信州大学と共同で開発しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

センサを筋群の位置に合わせて粘着シート上に固定したセンサシートを用

意し、測定時にセンサシートを被測定者の前頚部に貼り付けます。測定者は筋

群の位置等の専門知識を必要とせず、また、センサシートを貼り付ける 1 回の

作業により、複数のセンサを同時に所定の箇所に貼り付けることができます。 

本技術の 

有用性 

専門知識を必要とせずに簡易に嚥下時の筋活動を測定できるので、高齢者・

介護用食品の開発における易嚥下性評価、並びにリハビリテーション等の医療

(臨床)における被検査者の嚥下機能評価への利用が期待できます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

適用可能製品 
リハビリ補助機器、高齢者・介護用食品の評価機器 
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咽頭通過時刻閾値超過
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測定結果の例 
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筋活動時間の解析結果の例 

 *  p<0.05 
+  p<0.1 
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